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域
で
役
職
へ
の
女
性
登
用
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。
行
政
か
ら
の
一

層
の
働
き
か
け
も
必
要
で

し
ょ
う
。

▽
そ
の
他
の
分
野
の
リ
ー

ダ
ー
育
成

　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事

業
な
ど
の
取
り
組
み
が
、
女

性
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
・
育
成

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
発

掘
・
養
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
よ
い
効
果
を
生
ん

で
い
る
と
評
価
し
ま
す
。

お知らせ

問い合わせ先
男女共同参画推進課

男女共同参画
推進センター「ゆい」

TEL（36）0048
FAX（36）0320

TEL（36）0250
FAX（36）0269

①
女
性
の
参
画

　
審
議
会
等
委
員
の
女
性
比

率
は
、
35
％
前
後
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
委
員
登
用
手
法

の
見
直
し
を
含
め
、
今
後
は

さ
ら
に
高
い
数
値
を
目
指
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
望
み
ま

す
。

　
市
職
員
の
女
性
登
用
に
つ

い
て
は
、
職
域
拡
大
や
役
職

者
へ
の
登
用
な
ど
が
、
市
内

事
業
所
へ
の
啓
発
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
な
る

働
き
か
け
を
期
待
し
ま
す
。

②
リ
ー
ダ
ー
育
成

▽
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自
治
会

な
ど
に
お
け
る
地
域
で
の
役

員
登
用
に
関
し
て
は
、
各
地

①
Ｄ
Ｖ
対
策
の
強
化

　
Ｄ
Ｖ
事
案
の
問
題
解
決
の

た
め
に
は
、
警
察
や
関
係
部

署
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。「
こ
こ
ろ

と
生
き
方
相
談
」
事
業
の
実

施
を
は
じ
め
、
行
政
の
窓
口

を
一
元
化
し
て
被
害
者
の
安

全
確
保
を
図
っ
て
手
続
き
の

①
男
性
の
家
事
・
育
児
参
加

　
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の

中
で
、
男
性
の
家
庭
参
画
に

つ
い
て
の
啓
発
が
継
続
的
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価

①
男
女
共
同
参
画
意
識
の
浸

　
透
、
教
育
・
学
習
の
場
で 

　
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
以
前
と
比
較
し
て
、
社
会

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
意

識
は
、
ず
い
ぶ
ん
浸
透
し
た

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
最
重

基
本
目
標
Ⅱ

基
本
目
標
Ⅲ

基
本
目
標
Ⅰ

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）の

確
立
に
向
け
た
社
会
づ
く
り

基
本
目
標
Ⅳ

個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、

男
女
が
共
に
参
画
で
き
る
社
会
づ
く
り

一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
社
会
づ
く
り

伝
　
言
　
板

南小　元気あふれる　なかまたち（井
いのくち

口湊
み な と

士・自由ヶ丘南小３年）
ともだちと　みんないっぱい　なかよしだ（かた山みなみ・玄海小３年）

がんばろう　みんないるから　だいじょうぶ（よしたけ海
か い と

音・玄海小３年）
友だちを　大事にすれば　気持ちいい（草野ねいろ・大島小３年）

お
互
い
を
尊
重
し
て
、
み
ん
な
が

幸
せ
に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
が

意
見
書
を
提
出

　

市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
が
、「
第
２
次
宗
像
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
に
対
し
、
１
年
間
の
取
り
組
み
を
評

価
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
意
見
書
を
11
月
14
日
、
谷
井
博

美
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
意
見
書
で
は
、
事
業
に
対
す
る

評
価
と
、
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
提
言
。
市
で
は
、
意
見
書

の
提
案
を
尊
重
し
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け

て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
続
け
ま
す
。

＊
意
見
書
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
可

で
き
ま
す
。
啓
発
内
容
に
つ

い
て
、
食
育
や
衛
生
保
持
、

育
児
な
ど
幅
広
く
技
能
が
習

得
で
き
る
も
の
や
、
家
族
で

参
加
で
き
る
よ
う
な
も
の
も

要
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
講
座
や
広
報
紙
、講
演
会
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
幅
広

く
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
強
化

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は

評
価
し
ま
す
。
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
や
警
察
署
な
ど
の

関
係
機
関
も
隣
接
し
て
い
る

の
で
、
緊
急
対
応
が
必
要
な

場
合
に
も
迅
速
に
連
携
す
る

な
ど
効
果
的
な
施
策
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
プ
ラ
ン
の
意
義
】

　
第
２
次
宗
像
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
は
平
成
23

年
に
策
定
さ
れ
、
平
成
27

年
度
に
は
プ
ラ
ン
の
見
直

し
、
修
正
が
行
わ
れ
後
期

計
画
が
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
プ
ラ
ン
が
市
民

の
生
活
や
意
識
に
関
わ
る

重
要
な
プ
ラ
ン
で
あ
る
と

認
識
し
ま
す
。

【
具
体
的
な
目
標
を
】

　
目
標
と
事
業
内
容
、
評

価
を
事
業
ご
と
に
見
る

と
、
目
標
設
定
に
具
体
的

数
値
を
入
れ
、
明
記
し
て

い
る
も
の
は
実
施
報
告
も

具
体
的
で
、
課
題
や
次
年

度
へ
の
取
り
組
み
計
画
も

よ
り
明
確
に
記
載
さ
れ
、

評
価
も
高
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
本
プ
ラ
ン
の
基
本

目
標
と
男
女
共
同
参
画
の

視
点
を
計
画
に
具
体
的
に

総
　
括

谷
井
市
長
に
意
見
書
を
渡
す
石
山
会
長
（
左
）

落
と
し
込
み
、
数
値
目
標

な
ど
、「
見
え
る
形
」
で

表
記
す
る
こ
と
が
さ
ら
な

る
高
い
目
標
設
定
へ
と
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
本
プ
ラ
ン
は
ス
タ
ー

ト
し
て
６
年
目
を
迎
え
ま

す
。
各
事
業
の
時
系
列
の

実
践
と
そ
の
評
価
が
分
か

る
よ
う
な
形
で
市
民
に
提

示
さ
れ
、
そ
れ
が
継
時
的

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
明
示
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

【
今
後
に
つ
い
て
】

　
ま
た
、
今
後
は
男
女
共

同
参
画
推
進
課
の
視
点
を

明
確
に
し
、
関
係
各
課
が

優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き

こ
と
は
何
か
、
今
一
度
事

業
内
容
を
精
選
す
る
こ
と

で
本
プ
ラ
ン
の
目
標
が
達

成
で
き
ま
す
。

検
討
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え

ま
す
。
　

②
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
推
進

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
の
た
め
に
は
、

事
業
所
と
の
関
係
が
重
要
で

す
。
今
後
も
、
事
業
所
に
対

す
る
さ
ら
な
る
啓
発
が
必
要

で
す
。

　赤間宿まつりのメーンイベント「花嫁道中」を祝う和装行列の参
加者を募集。江戸時代の赤間宿へタイムスリップした気分を楽しみ
ましょう。着付けは街道の駅 赤馬館のスタッフにお任せください。
●日時　 ２月19日（日）
　　　　8:00〜8:30受付
●集合場所　赤間コミセン
●募集内容
　 町娘、侍（刀付き）、おかみ 
＊各先着10人

●参加要件
　 １回目（10:50〜13:00）、

２回目（13:20〜15:30）の
行列どちらも参加できる人

●参加料　2,000円
　 （着物レンタル、着付け、
　簡単ヘアセット込み）
●申込締切日時
　２月５日（日）17：00
■申込方法
▽☎（35）4128
▽ FAX（39）3380＝①住所②氏名

③年齢④電話番号⑤希望衣装を明記して（街道の駅 赤馬館あて）

町娘、侍、おかみに
なりきりましょう

●
日
程
　
２
月
２
日
（
木
）

〜
３
月
23
日
（
木
）

＊
全
８
回

●
時
間

▽
韓
国
語
＝
午
後
６
時
〜
同

７
時

▽
英
会
話
＝
同
７
時
30
分
〜

同
８
時
30
分

●
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

●
受
講
料
　
全
８
回
分	

５
０
０
０
円

＊
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代

　

２
０
０
０
円
必
要

●
定
員
　
各
先
着
15
人

■
申
込
先

大
人
の
た
め
の

韓
国
語
・
英
会
話

入
門
市
民
講
座

●	

日
時
　
２
月
２
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

＊	

受
付
は
午
後
３
時
ま
で

●	

場
所
　
福
岡
銀
行
千
早
支

店
（
福
岡
市
東
区
水
谷

２
・
51
・
10
）

＊	

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　	

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会

　
☎
０
９
２
（
６
３
１
）

　
１
７
１
７

不
動
産
に
関
す
る

�

無
料
相
談
所
開
設

国
際
文
化
交
流
協
会
（
前

田
）

☎
０
９
０
（
６
４
８
９
）

２
８
０
３

＊
受
付
は
月
〜
金
曜
日
の
午

前
10
時
〜
午
後
６
時

花嫁道中を和装で
一緒にお祝いしませんか

相
続
に
関
す
る
無
料

セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会

●
日
程
　
２
月
５
日
（
日
）

●
会
場
　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー

ル
（
福
岡
市
中
央
区
天
神

１
・
４
・
２
）

【
セ
ミ
ナ
ー
】

●
時
間
　
午
前
11
時
〜
正
午

＊
事
前
申
込
不
要

【
相
談
会
】

●
時
間
　
正
午
〜
午
後
３
時

●
相
談
員
　
司
法
書
士

＊
事
前
申
込
必
要

●
申
込
締
切
日
　
１
月
31
日

（
火
）

＊
受
付
は
午
前
10
時
〜
午
後

4
時

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
司
法
書
士
会

☎
０
９
２
（
７
２
２
）

４
１
３
１


